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富士養鱒場のしおり

富士養鱚場闊設の経緯｝》．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．羞傘．，
ニジマスは北アメリカ太平洋岸の河川原産の魚で、わが国には

明治10年に卵でアメリカより移入されましだ。 大正15年に
国は 水産増養殖奨励規則を公布し、ニジマスの増養殖を奨励し
ました。静岡県でも ニジマス養殖を産業化するため国内で3番
目の県営養鱒場として、昭和8年10月1日に富土養鱒場を開
設しました。

現在、ニジマスの生産量は全国では約7,319トンで、そのうち静岡県の生産
量は約1.881トンと全国1位の規模です。県内では富土宮市の生産量が最も多
く、市町単位でも全国1 位を誇っています。

当場から見える富士山
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富土山麓の湧水群を養鱒に利用するため現在地に建設開始。滋賀県醒井
養鱒場より最初の ニジマス稚魚が到善。
飼育関連施設が完成し、竣工式が行われる。ニジマス種苗の供給を開始。
本館建築。
戦争により中断した種苗生産の再開。
貞明室太后のご来場。
富士養鱒場観覧料徴収条例の施行。当時は、大人20円、子供10円。
昭和 34年の台風15号により被害を受けた孵化場を改築。

本館改築。
御殿場分室の設置。
皇太子殿下、同妃毀下（現天皇皇后両陛下）ご来場。
採卵期調節施設（電照施設） が完成。
御骰揚分室の廃止。
アマゴ種苗生産施設の完成。
現在の管理棟、研究棟、水槽実験室完成。
生産施設（調餌．孵化棟）、排水処理施設を建設。飼育池を改修。
種苗生産業務を民閻移管。
ニジマスが富土宮市の「市の魚」に制定される。

ワシントン水車

給餌
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飼育池中のアルビノニジマス
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富士養鱒漁場

平成２７年６月５日（金）

アルビノマス

中国では縁起が良いと人気。

中国に出荷する為に生産。

池の中ではアルビノハッキリ分かる。

手
間
ひ
ま
か
け
て
ニ
ジ
マ
ス
は

生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

富士養鱒場に勉強をしに行ってきました。

敷地は広く芝川の始まりである源流も見てきました。

青い看板が

源流の始まり

１年中水温は10℃位

市内の池は約14℃

昭和10年から富士宮市で養殖。

平成12年から卵の供給開始

平成14年から大型魚作出技術

こうして紅富士が出来ました。

【ニジマスの餌】

魚粉（イワシ）全体の約6割

小麦粉

魚脂

大豆油かす等

餌をあげたら凄い勢いで

食べる食べる！

食いしん坊のニジマスは大きく成長。

食べ方が遅いニジマスは少し小さ目。

これを更に選別するとか。

↑卵の選別

↑稚魚の飼育 約半年

↑選別して飼育 半年かろ１年

のどかで景色が良く

とっても癒される養鱒場です。

池の水は沈殿槽があり、濾過されて川に流されているので

水がとってもキレイでした。

また、オスは病気になりやすく卵をもたないメスだけを作る

技術も行われています。毎週火曜日が卵をしぼっています。

↑照明を使用し２ヶ月毎に産卵させる。秋が来たと思って卵を産むので１年中卵が取れる。


